
目
　
次

は
じ
め
に
　
街
歩
き
の
文
明
論
─
狭
く
、
曲
が
っ
た
、
下
り
坂
の
愉
し
み �

 

13

（
１
）
下
り
坂
の
東
京

（
２
）
武
蔵
野
台
地
の
東
崖

（
３
）
東
京
に
積
み
重
な
る
歴
史
地
層

（
４
）
二
一
世
紀
東
京
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
に
な
る

（
５
）
巨
大
再
開
発
と
都
市
の
記
憶
の
否
認
・
植
民
地
化

第
一
日
　
駅
か
ら
丘
へ
、
丘
か
ら
川
へ
、
渋
谷
川
筋
を
歩
く �

 

33

《
冒
頭
講
義
〜
川
筋
か
ら
「
渋
谷
」
を
裏
返
す
》

（
１
）
現
在
形
の
渋
谷
に
お
け
る
「
地
上
」「
地
下
」「
上
空
」
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第
二
日
　
古
川
流
域
で
高
低
差
を
実
感
し
、
街
殺
し
の
現
場
に
遭
遇 �

 

93

《
冒
頭
講
義
〜
江
戸
東
京
に
「
対
称
」
と
「
対
照
」
を
読
む
》

（
１
）
芝
増
上
寺
と
上
野
寛
永
寺

（
２
）
ポ
ス
ト
鹿
鳴
館
と
し
て
の
芝
紅
葉
館

（
３
）
大
名
庭
園
の
ふ
た
つ
の
運
命
：
開
域
と
閉
域

（
４
）
高
さ
へ
の
欲
望
と
低
さ
の
生
命
力

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
坂
を
上
っ
て
有
栖
川
宮
記
念
公
園
へ

（
２
）
が
ま
池
と
東
京
の
「
断
面
図
」

（
３
）
元
麻
布
ヒ
ル
ズ
か
ら
麻
布
台
地
の
神
社
と
教
会
へ

（
４
）
土
中
か
ら
福
沢
諭
吉
の
遺
体
が
出
現

─
墓
の
移
転

（
５
）
三
田
小
山
町
で
「
瀕
死
の
街
」
と
遭
遇
す
る

（
６
）
狸
穴
坂
を
抜
け
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
へ

（
７
）
東
京
タ
ワ
ー
の
周
縁
に
残
る
紅
葉
館
の
痕
跡

（
２
）
渋
谷
の
六
つ
の
歴
史
的
地
層

（
３
）
川
筋
が
貫
く
渋
谷
の
記
憶

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
東
大
駒
場
の
一
二
郎
池
か
ら
松
濤
公
園
へ

（
２
）
渋
谷
花
街
か
ら
裏
渋
谷
通
り
へ

（
３
）
宇
田
川
暗
渠
と
水
没
す
る
渋
谷
駅
前

（
４
）「
奥
渋
谷
」
か
ら
「
の
ん
べ
い
横
丁
」
へ

（
５
）「
渋
谷
ス
ト
リ
ー
ム
」
の
垂
直
軸
と
水
平
軸

（
６
）
稲
荷
橋
前
の
消
え
た
神
社
と
街

（
７
）
猫
の
裏
道
か
ら
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
琵
琶
池
へ

（
８
）
い
も
り
川
筋
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
渋
谷
氷
川
神
社

（
９
）
渋
谷
・
恵
比
寿
は
川
筋
を
活
か
せ
て
い
る
の
か

《
第
一
日
の
ま
と
め
〜
渋
谷
と
は
何
か
》
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し
、
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に
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遇 �

 

93

《
冒
頭
講
義
〜
江
戸
東
京
に
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を
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む
》
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）
芝
増
上
寺
と
上
野
寛
永
寺

（
２
）
ポ
ス
ト
鹿
鳴
館
と
し
て
の
芝
紅
葉
館

（
３
）
大
名
庭
園
の
ふ
た
つ
の
運
命
：
開
域
と
閉
域

（
４
）
高
さ
へ
の
欲
望
と
低
さ
の
生
命
力

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
坂
を
上
っ
て
有
栖
川
宮
記
念
公
園
へ

（
２
）
が
ま
池
と
東
京
の
「
断
面
図
」

（
３
）
元
麻
布
ヒ
ル
ズ
か
ら
麻
布
台
地
の
神
社
と
教
会
へ

（
４
）
土
中
か
ら
福
沢
諭
吉
の
遺
体
が
出
現

─
墓
の
移
転

（
５
）
三
田
小
山
町
で
「
瀕
死
の
街
」
と
遭
遇
す
る

（
６
）
狸
穴
坂
を
抜
け
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
へ

（
７
）
東
京
タ
ワ
ー
の
周
縁
に
残
る
紅
葉
館
の
痕
跡

（
２
）
渋
谷
の
六
つ
の
歴
史
的
地
層

（
３
）
川
筋
が
貫
く
渋
谷
の
記
憶

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
東
大
駒
場
の
一
二
郎
池
か
ら
松
濤
公
園
へ

（
２
）
渋
谷
花
街
か
ら
裏
渋
谷
通
り
へ

（
３
）
宇
田
川
暗
渠
と
水
没
す
る
渋
谷
駅
前

（
４
）「
奥
渋
谷
」
か
ら
「
の
ん
べ
い
横
丁
」
へ

（
５
）「
渋
谷
ス
ト
リ
ー
ム
」
の
垂
直
軸
と
水
平
軸

（
６
）
稲
荷
橋
前
の
消
え
た
神
社
と
街

（
７
）
猫
の
裏
道
か
ら
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
琵
琶
池
へ

（
８
）
い
も
り
川
筋
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
渋
谷
氷
川
神
社

（
９
）
渋
谷
・
恵
比
寿
は
川
筋
を
活
か
せ
て
い
る
の
か

《
第
一
日
の
ま
と
め
〜
渋
谷
と
は
何
か
》
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（
４
）
世
田
谷
城
址
か
ら
烏
山
川
緑
道
を
歩
く

（
５
）
松
陰
神
社
か
ら
世
田
谷
線
に
乗
っ
て
三
軒
茶
屋
へ

（
６
）
旧
日
本
軍
施
設
か
ら
三
軒
茶
屋
の
「
三
角
地
帯
」
へ

《
第
三
日
の
ま
と
め
〜
川
筋
が
つ
な
ぐ
世
田
谷
の
街
々
》

第
四
日
　
三
田
用
水
沿
い
に
織
り
な
さ
れ
る
軍
都
と
自
然 �

 
181

《
冒
頭
講
義
〜
地
形
に
見
る
都
心
北
部
と
南
部
の
対
称
性
／
対
照
性
》

（
１
）
川
と
用
水
の
関
係
：
目
黒
川
と
三
田
用
水

（
２
）
寺
社
と
明
治
の
有
力
者
屋
敷
の
混
在
領
域

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
目
黒
川
起
点
と
分
断
さ
れ
る
川
筋

（
２
）
西
郷
家
と
朝
倉
家
〜
代
官
山
の
大
地
主
と
三
田
用
水

（
３
）
三
田
用
水
が
呼
び
寄
せ
た
軍
の
施
設

（
４
）
歴
史
の
地
層
が
折
り
重
な
っ
た
都
会
の
オ
ア
シ
ス
、
自
然
教
育
園

（
８
）
将
軍
家
霊
廟
の
ゆ
く
え
と
芝
丸
山
古
墳
跡

（
９
）
芝
新
網
町
跡
地
か
ら
浜
松
町
再
開
発
の
現
場
へ

《
第
二
日
の
ま
と
め
〜「
開
発
」
と
い
う
名
の
街
殺
し
》

第
三
日
　
目
黒
川
上
流
域
の
ふ
た
つ
の
「
川
」
と
「
ま
ち
」
の
地
層 �

 

139

《
冒
頭
講
義
〜
世
田
谷
の
「
ま
ち
」
と
ふ
た
つ
の
「
川
」》

（
１
）
下
北
沢
と
三
軒
茶
屋
：
北
沢
川
・
烏
山
川
か
ら
目
黒
川
へ

（
２
）「
シ
モ
キ
タ
ら
し
さ
」
と
「
三
茶
ら
し
さ
」
の
ゆ
く
え

（
３
）
北
沢
川
と
烏
山
川
周
辺
の
凹
凸
地
形

（
４
）
台
地
の
上
の
世
田
谷
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
開
発
は
シ
モ
キ
タ
ら
し
さ
と
両
立
す
る
か

（
２
）
羽
根
木
公
園
の
丘
か
ら
北
沢
川
緑
道
へ

（
３
）
招
き
猫
が
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
豪
徳
寺
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５
）
松
陰
神
社
か
ら
世
田
谷
線
に
乗
っ
て
三
軒
茶
屋
へ

（
６
）
旧
日
本
軍
施
設
か
ら
三
軒
茶
屋
の
「
三
角
地
帯
」
へ

《
第
三
日
の
ま
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〜
川
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ぐ
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》
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日
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２
）
西
郷
家
と
朝
倉
家
〜
代
官
山
の
大
地
主
と
三
田
用
水

（
３
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用
水
が
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（
４
）
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史
の
地
層
が
折
り
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な
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た
都
会
の
オ
ア
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ス
、
自
然
教
育
園

（
８
）
将
軍
家
霊
廟
の
ゆ
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え
と
芝
丸
山
古
墳
跡

（
９
）
芝
新
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か
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の
現
場
へ

《
第
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の
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〜「
開
発
」
と
い
う
名
の
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し
》
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日
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上
流
域
の
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の
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《
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頭
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〜
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の
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ち
」
と
ふ
た
つ
の
「
川
」》

（
１
）
下
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沢
と
三
軒
茶
屋
：
北
沢
川
・
烏
山
川
か
ら
目
黒
川
へ

（
２
）「
シ
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さ
」
と
「
三
茶
ら
し
さ
」
の
ゆ
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え

（
３
）
北
沢
川
と
烏
山
川
周
辺
の
凹
凸
地
形

（
４
）
台
地
の
上
の
世
田
谷
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

《
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歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
開
発
は
シ
モ
キ
タ
ら
し
さ
と
両
立
す
る
か

（
２
）
羽
根
木
公
園
の
丘
か
ら
北
沢
川
緑
道
へ

（
３
）
招
き
猫
が
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
豪
徳
寺
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（
４
）
革
命
家
た
ち
の
夢
い
ず
こ

─
大
久
保
・
百
人
町

（
５
）
陸
軍
時
代
の
痕
跡
が
残
る
戸
山
公
園

（
６
）
穴
八
幡
宮
か
ら
「
高
田
馬
場
」、
水
稲
荷
神
社
か
ら
神
田
川
へ

《
第
五
日
の
ま
と
め
〜
革
命
家
た
ち
の
街
の
記
憶
は
ど
こ
へ
》

第
六
日
　
青
山
・
六
本
木
・
赤
坂
の
川
筋
か
ら
見
る
軍
都
東
京 �

 
265

《
冒
頭
講
義
〜
丘
の
上
の
軍
都
と
谷
間
の
花
街
》

（
１
）
軍
都
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
連
続

（
２
）
丘
の
上
の
「
軍
都
」
を
見
上
げ
る
谷
間
の
花
街

（
３
）
東
西
南
北
で
地
形
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
都
心
南
部

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
新
宿
御
苑
か
ら
渋
谷
川
の
跡
を
た
ど
り
直
す

（
２
）
再
開
発
に
揺
れ
る
神
宮
外
苑
の
原
風
景
と
は

（
３
）
青
山
霊
園
の
政
治
家
た
ち
の
墓
か
ら
筓
川
の
谷
へ

（
５
）
福
沢
諭
吉
の
墓
と
高
台
の
見
晴
ら
し

（
６
）
三
田
用
水
の
遺
構
と
環
状
４
号
線
問
題

（
７
）
東
禅
寺
の
路
地
裏
に
別
世
界
を
見
る

《
第
四
日
の
ま
と
め
〜
用
水
と
川
筋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
都
市
再
生
》

第
五
日
　
蟹
川
と
新
宿
歌
舞
伎
町
の
「
裏
」
に
広
が
る
風
景 �

 

223

《
冒
頭
講
義
〜
新
宿
と
い
う
街
の
「
裏
」
の
「
裏
」》

（
１
）
都
市
を
理
解
す
る
三
つ
の
次
元

─
歴
史
・
空
間
・
社
会

（
２
）
歌
舞
伎
町
・
新
宿
二
丁
目
か
ら
神
田
川
へ
と
流
れ
て
い
た
蟹
川

（
３
）
大
名
庭
園
の
壊
滅
的
変
化
と
新
宿
の
「
軍
都
」

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
四
谷
大
木
戸
か
ら
高
低
差
の
地
形
を
東
京
監
獄
へ

（
２
）
西
向
天
神
社
下
で
暮
ら
し
た
曽
祖
父
山
田
興
松
と
安
藤
昇

（
３
）
蟹
川
を
花
園
神
社
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
、
歌
舞
伎
町
へ
と
遡
る
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（
４
）
革
命
家
た
ち
の
夢
い
ず
こ

─
大
久
保
・
百
人
町

（
５
）
陸
軍
時
代
の
痕
跡
が
残
る
戸
山
公
園

（
６
）
穴
八
幡
宮
か
ら
「
高
田
馬
場
」、
水
稲
荷
神
社
か
ら
神
田
川
へ

《
第
五
日
の
ま
と
め
〜
革
命
家
た
ち
の
街
の
記
憶
は
ど
こ
へ
》

第
六
日
　
青
山
・
六
本
木
・
赤
坂
の
川
筋
か
ら
見
る
軍
都
東
京 �

 

265

《
冒
頭
講
義
〜
丘
の
上
の
軍
都
と
谷
間
の
花
街
》

（
１
）
軍
都
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
連
続

（
２
）
丘
の
上
の
「
軍
都
」
を
見
上
げ
る
谷
間
の
花
街

（
３
）
東
西
南
北
で
地
形
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
都
心
南
部

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
新
宿
御
苑
か
ら
渋
谷
川
の
跡
を
た
ど
り
直
す

（
２
）
再
開
発
に
揺
れ
る
神
宮
外
苑
の
原
風
景
と
は

（
３
）
青
山
霊
園
の
政
治
家
た
ち
の
墓
か
ら
筓
川
の
谷
へ

（
５
）
福
沢
諭
吉
の
墓
と
高
台
の
見
晴
ら
し

（
６
）
三
田
用
水
の
遺
構
と
環
状
４
号
線
問
題

（
７
）
東
禅
寺
の
路
地
裏
に
別
世
界
を
見
る

《
第
四
日
の
ま
と
め
〜
用
水
と
川
筋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
都
市
再
生
》

第
五
日
　
蟹
川
と
新
宿
歌
舞
伎
町
の
「
裏
」
に
広
が
る
風
景 �

 

223

《
冒
頭
講
義
〜
新
宿
と
い
う
街
の
「
裏
」
の
「
裏
」》

（
１
）
都
市
を
理
解
す
る
三
つ
の
次
元

─
歴
史
・
空
間
・
社
会

（
２
）
歌
舞
伎
町
・
新
宿
二
丁
目
か
ら
神
田
川
へ
と
流
れ
て
い
た
蟹
川

（
３
）
大
名
庭
園
の
壊
滅
的
変
化
と
新
宿
の
「
軍
都
」

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
四
谷
大
木
戸
か
ら
高
低
差
の
地
形
を
東
京
監
獄
へ

（
２
）
西
向
天
神
社
下
で
暮
ら
し
た
曽
祖
父
山
田
興
松
と
安
藤
昇

（
３
）
蟹
川
を
花
園
神
社
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
、
歌
舞
伎
町
へ
と
遡
る
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（
３
）
ア
ニ
メ
の
聖
地
と
ふ
た
つ
の
「
於
岩
稲
荷
」

（
４
）
鮫
ヶ
橋
の
谷
間
の
原
風
景
か
ら
赤
坂
迎
賓
館
へ

（
５
）
清
水
谷
か
ら
地
獄
谷
へ

（
６
）
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
と
無
名
戦
士
の
墓

（
７
）
代
官
町
通
り
か
ら
の
絶
景
を
見
て
皇
居
へ

《
第
七
日
の
ま
と
め
〜
表
と
裏
、
上
と
下
》

《
補
遺
　
鮫
川
の
霊
か
ら
の
お
誘
い
》

あ
と
が
き �

 

347

（
４
）「
陸
軍
の
街
」
に
今
も
残
る
在
日
米
軍
基
地

（
５
）
赤
坂
氷
川
神
社
周
辺
の
坂
を
め
ぐ
る

（
６
）
赤
坂
の
窪
地
に
潜
む
「
都
市
の
孔
」
に
ダ
イ
ブ

（
７
）
東
京
の
奥
深
い
魅
力
を
伝
え
る
赤
坂
の
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」

《
第
六
日
の
ま
と
め
〜「
旧
日
本
軍
＝
米
軍
」
の
街
と
大
規
模
再
開
発
》

第
七
日
　
都
心
の
谷
間
か
ら
皇
居
を
裏
返
す �

 

307

《
冒
頭
講
義
〜「
空
虚
な
中
心
」
を
囲
む
四
つ
の
谷
》

（
１
）
皇
居
は
「
空
虚
な
中
心
」
か
？

（
２
）
四
つ
の
「
死
者
の
谷
」

（
３
）
東
京
の
毛
細
血
管
：
都
心
南
部
の
小
規
模
河
川

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
四
谷
暗
坂
か
ら
山
県
大
貳
の
墓
へ

（
２
）
四
谷
荒
木
町
の
谷
間
を
回
遊
す
る
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（
３
）
ア
ニ
メ
の
聖
地
と
ふ
た
つ
の
「
於
岩
稲
荷
」

（
４
）
鮫
ヶ
橋
の
谷
間
の
原
風
景
か
ら
赤
坂
迎
賓
館
へ

（
５
）
清
水
谷
か
ら
地
獄
谷
へ

（
６
）
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
と
無
名
戦
士
の
墓

（
７
）
代
官
町
通
り
か
ら
の
絶
景
を
見
て
皇
居
へ

《
第
七
日
の
ま
と
め
〜
表
と
裏
、
上
と
下
》

《
補
遺
　
鮫
川
の
霊
か
ら
の
お
誘
い
》

あ
と
が
き �

 

347

（
４
）「
陸
軍
の
街
」
に
今
も
残
る
在
日
米
軍
基
地

（
５
）
赤
坂
氷
川
神
社
周
辺
の
坂
を
め
ぐ
る

（
６
）
赤
坂
の
窪
地
に
潜
む
「
都
市
の
孔
」
に
ダ
イ
ブ

（
７
）
東
京
の
奥
深
い
魅
力
を
伝
え
る
赤
坂
の
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」

《
第
六
日
の
ま
と
め
〜「
旧
日
本
軍
＝
米
軍
」
の
街
と
大
規
模
再
開
発
》

第
七
日
　
都
心
の
谷
間
か
ら
皇
居
を
裏
返
す �

 

307

《
冒
頭
講
義
〜「
空
虚
な
中
心
」
を
囲
む
四
つ
の
谷
》

（
１
）
皇
居
は
「
空
虚
な
中
心
」
か
？

（
２
）
四
つ
の
「
死
者
の
谷
」

（
３
）
東
京
の
毛
細
血
管
：
都
心
南
部
の
小
規
模
河
川

《
街
歩
き
と
路
上
講
義
》

（
１
）
四
谷
暗
坂
か
ら
山
県
大
貳
の
墓
へ

（
２
）
四
谷
荒
木
町
の
谷
間
を
回
遊
す
る
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は
じ
め
に
　
街
歩
き
の
文
明
論

─
狭
く
、
曲
が
っ
た
、
下
り
坂
の
愉た
の

し
み

（
１
）
下
り
坂
の
東
京

　

街
歩
き
に
は
鉄
則
が
あ
り
ま
す
。
広
い
道
よ
り
も
狭
い
道
を
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
よ
り
も
曲
が
っ
た
道
を
、
平

ら
な
道
よ
り
も
上
り
下
り
の
あ
る
道
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
か
な
り
の
確
率
で
心
地
よ
い
街
の
風

景
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
広
い
道
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
、
平
ら
な
道
を
行
け
ば
、
目
的
地
に
は
早

く
に
着
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
大
切
な
も
の
を
見
失
い
ま
す
。
街
歩
き
で
大
切
な
の
は
、

速
さ
で
は
な
く
愉
し
さ
の
た
め
に
、
小
道
が
あ
れ
ば
道
を
曲
が
り
、
坂
を
上
り
下
り
し
、
う
ね
う
ね
と
曲
が
っ

た
路
地
を
進
み
、
最
初
に
誰
も
が
予
想
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
街
の
「
当
た
り
前
」
と
は
異
な
る
街
の
風
景

を
見み

出い
だ

す
こ
と
、
つ
ま
り
日
常
の
街
を
裏
返
し
て
み
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
の
出
会
い
こ
そ
が
、
街
歩
き
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
す
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
風
景
が
突
然
、
角
を
曲
が
っ
た
先

に
あ
る
の
を
発
見
す
る
と
き
、「
あ
あ
、
こ
の
街
は
お
も
し
ろ
い
」
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
実
際
、
そ
ん
な
仕

本
書
は
、「
続
・
東
京
裏
返
し 

都
心
南
部
編

─
川
筋
と
軍
都
を
た
ど
る
社
会
学
的
街
歩

き
」
と
し
て
「
す
ば
る
」
二
〇
二
三
年
一
一
月
号
〜
二
〇
二
四
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
内

容
を
、
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
本
文
中
に
登
場
す
る
施
設
・
店
舗
な
ど
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
取
材
当
時
の
も
の
で
す
。

取
材
・
構
成
／
加
藤
裕
子

写
真
／
宮
﨑
貢
司

写
真
レ
イ
ア
ウ
ト
・
図
版
作
成
／
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

地
図
作
成
／
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

13　　はじめに
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は
じ
め
に
　
街
歩
き
の
文
明
論

─
狭
く
、
曲
が
っ
た
、
下
り
坂
の
愉た
の

し
み

（
１
）
下
り
坂
の
東
京

　
街
歩
き
に
は
鉄
則
が
あ
り
ま
す
。
広
い
道
よ
り
も
狭
い
道
を
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
よ
り
も
曲
が
っ
た
道
を
、
平

ら
な
道
よ
り
も
上
り
下
り
の
あ
る
道
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
か
な
り
の
確
率
で
心
地
よ
い
街
の
風

景
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
広
い
道
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
、
平
ら
な
道
を
行
け
ば
、
目
的
地
に
は
早

く
に
着
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
大
切
な
も
の
を
見
失
い
ま
す
。
街
歩
き
で
大
切
な
の
は
、

速
さ
で
は
な
く
愉
し
さ
の
た
め
に
、
小
道
が
あ
れ
ば
道
を
曲
が
り
、
坂
を
上
り
下
り
し
、
う
ね
う
ね
と
曲
が
っ

た
路
地
を
進
み
、
最
初
に
誰
も
が
予
想
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
街
の
「
当
た
り
前
」
と
は
異
な
る
街
の
風
景

を
見み

出い
だ

す
こ
と
、
つ
ま
り
日
常
の
街
を
裏
返
し
て
み
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
こ
の
出
会
い
こ
そ
が
、
街
歩
き
の
醍だ

い

醐ご

味み

で
す
。
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
風
景
が
突
然
、
角
を
曲
が
っ
た
先

に
あ
る
の
を
発
見
す
る
と
き
、「
あ
あ
、
こ
の
街
は
お
も
し
ろ
い
」
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
実
際
、
そ
ん
な
仕

13　　はじめに
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方
で
東
京
の
街
を
ず
い
ぶ
ん
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
細
い
曲
が
り
く

ね
っ
た
坂
道
は
、
必
ず
上
る
と
き
よ
り
も
下
る
と
き
の
ほ
う
が
快
適
で
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
の
で
す
。

　

上
り
道
で
は
ど
う
し
て
も
坂
の
頂
上
に
意
識
が
向
か
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
下
り
坂
は
、
下
る
先
の
風
景
が
変

化
に
富
ん
だ
広
が
り
を
見
せ
、
道
が
湾
曲
し
た
り
、
時
に
は
階
段
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
触
覚
的
に
街
を

愉
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
下
り
坂
の
先
の
谷
底
に
は
、
今
日
で
も
細
か
い
路
地
や
入
り

組
ん
だ
長
屋
風
の
集
落
が
残
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

　

二
一
世
紀
の
東
京
の
ど
真
ん
中
で
の
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
下
り
坂
に
出
会
う
と
元
気
に
な
り
ま
す
。
人
間
、

誰
で
も
一
日
に
二
万
歩
も
歩
け
ば
疲
れ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
細
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
坂
の
先
で
そ
ん
な
谷

間
に
出
会
う
と
不
思
議
に
元
気
が
蘇

よ
み
が
えっ
て
く
る
の
を
何
度
も
経
験
し
ま
し
た
。
人
間
の
体
は
不
思
議
な
も
の

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
下
り
坂
に
は
注
意
も
必
要
で
、
ぼ
ん
や
り
歩
い
て
い
る
と
段
差
に
気
づ
か
ず
転
ん
だ
り
、
下
手
を

す
る
と
崖
か
ら
落
ち
て
大
け
が
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
ず
に

ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
上
り
坂
で
は
滅
多
に
起
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
上
り
坂
な
ら
ば
ぼ
ん
や
り
歩
い
て
い
て
崖
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
も
、
そ
れ
は
目
の
前
に
「
壁
」
と

し
て
現
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
単
に
そ
の
先
ま
で
行
け
な
く
な
る
だ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
下
り
坂
で
は
、
風
景
の
変
化
に
気
を
配
り
、
今
ま
で
気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
き
た
路
傍
や
崖
下

の
景
色
に
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
驚
き
が
伏
在
し
て
い
た
の
に
気
づ
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
目
標
に
し
て
き
た
価
値
観
と
は
異
な
る
、
新
し
い
価
値
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
風
景
が
、
身
の
回
り

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、
徐
々
に
世
界
の
見
方
が
転
換
し
て
い
く
の
で
す
。

　

実
は
私
は
、
こ
う
し
た
こ
と
は
人
生
に
も
当
て
は
ま
る
と
確
信
し
ま
す
が
、
最
近
は
、
文
明
の
歴
史
に
も
当

て
は
ま
る
と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
文
明
で
も
、
右
肩
上
が
り
の
発
展
期
以
上
に
長
く
ゆ

る
や
か
な
衰
亡
期
は
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
文
化
的
・
精
神
的
に
充
実
し
た
も
の
に
な
り
う
る
の
で

す
。
こ
の
発
見
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
が
歩
む
べ
き
道
に
と
っ
て
、
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

（
２
）
武む
さ
し蔵
野の

台
地
の
東
崖

　

そ
ん
な
下
り
坂
は
、
東
京
の
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

─
実
は
、
無
数
に
あ
り
ま
す
。
東
京
と
い
う
都

市
は
、
武
蔵
野
台
地
が
東
京
湾
に
向
か
い
東
に
張
り
出
し
、
そ
の
東
端
の
崖
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
都
市
で
す
。

で
す
か
ら
中
規
模
以
上
の
川
は
概
し
て
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
ま
す
。
北
は
隅
田
川
、
南
は
多
摩
川

が
境
界
線
で
す
が
、
そ
の
間
を
石し

や
く神じ

井い

川が
わ

、
神
田
川
、
渋
谷
川
（
古
川
）、
目
黒
川
、
呑の
み

川か
わ

が
流
れ
ま
す
。
多
摩

川
の
南
も
含
め
れ
ば
、
鶴
見
川
や
大
岡
川
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
海
底
が
巨
大
な
「
盆
地
」
の
東
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方
で
東
京
の
街
を
ず
い
ぶ
ん
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
細
い
曲
が
り
く

ね
っ
た
坂
道
は
、
必
ず
上
る
と
き
よ
り
も
下
る
と
き
の
ほ
う
が
快
適
で
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
の
で
す
。

　

上
り
道
で
は
ど
う
し
て
も
坂
の
頂
上
に
意
識
が
向
か
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
下
り
坂
は
、
下
る
先
の
風
景
が
変

化
に
富
ん
だ
広
が
り
を
見
せ
、
道
が
湾
曲
し
た
り
、
時
に
は
階
段
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
触
覚
的
に
街
を

愉
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
下
り
坂
の
先
の
谷
底
に
は
、
今
日
で
も
細
か
い
路
地
や
入
り

組
ん
だ
長
屋
風
の
集
落
が
残
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

　

二
一
世
紀
の
東
京
の
ど
真
ん
中
で
の
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
下
り
坂
に
出
会
う
と
元
気
に
な
り
ま
す
。
人
間
、

誰
で
も
一
日
に
二
万
歩
も
歩
け
ば
疲
れ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
細
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
坂
の
先
で
そ
ん
な
谷

間
に
出
会
う
と
不
思
議
に
元
気
が
蘇

よ
み
が
えっ
て
く
る
の
を
何
度
も
経
験
し
ま
し
た
。
人
間
の
体
は
不
思
議
な
も
の

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
下
り
坂
に
は
注
意
も
必
要
で
、
ぼ
ん
や
り
歩
い
て
い
る
と
段
差
に
気
づ
か
ず
転
ん
だ
り
、
下
手
を

す
る
と
崖
か
ら
落
ち
て
大
け
が
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
ず
に

ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
上
り
坂
で
は
滅
多
に
起
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
上
り
坂
な
ら
ば
ぼ
ん
や
り
歩
い
て
い
て
崖
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
も
、
そ
れ
は
目
の
前
に
「
壁
」
と

し
て
現
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
単
に
そ
の
先
ま
で
行
け
な
く
な
る
だ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
下
り
坂
で
は
、
風
景
の
変
化
に
気
を
配
り
、
今
ま
で
気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
き
た
路
傍
や
崖
下

の
景
色
に
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
驚
き
が
伏
在
し
て
い
た
の
に
気
づ
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
目
標
に
し
て
き
た
価
値
観
と
は
異
な
る
、
新
し
い
価
値
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
風
景
が
、
身
の
回
り

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、
徐
々
に
世
界
の
見
方
が
転
換
し
て
い
く
の
で
す
。

　

実
は
私
は
、
こ
う
し
た
こ
と
は
人
生
に
も
当
て
は
ま
る
と
確
信
し
ま
す
が
、
最
近
は
、
文
明
の
歴
史
に
も
当

て
は
ま
る
と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
か
な
る
文
明
で
も
、
右
肩
上
が
り
の
発
展
期
以
上
に
長
く
ゆ

る
や
か
な
衰
亡
期
は
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
文
化
的
・
精
神
的
に
充
実
し
た
も
の
に
な
り
う
る
の
で

す
。
こ
の
発
見
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
が
歩
む
べ
き
道
に
と
っ
て
、
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

（
２
）
武む
さ
し蔵
野の

台
地
の
東
崖

　

そ
ん
な
下
り
坂
は
、
東
京
の
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

─
実
は
、
無
数
に
あ
り
ま
す
。
東
京
と
い
う
都

市
は
、
武
蔵
野
台
地
が
東
京
湾
に
向
か
い
東
に
張
り
出
し
、
そ
の
東
端
の
崖
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
都
市
で
す
。

で
す
か
ら
中
規
模
以
上
の
川
は
概
し
て
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
ま
す
。
北
は
隅
田
川
、
南
は
多
摩
川

が
境
界
線
で
す
が
、
そ
の
間
を
石し

や
く神じ

井い

川が
わ

、
神
田
川
、
渋
谷
川
（
古
川
）、
目
黒
川
、
呑の
み

川か
わ

が
流
れ
ま
す
。
多
摩

川
の
南
も
含
め
れ
ば
、
鶴
見
川
や
大
岡
川
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
海
底
が
巨
大
な
「
盆
地
」
の
東
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京
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
西
か
ら
東
に
流
れ
る
川
が
、
武
蔵
野
台
地
を
削
っ
て
複
雑
な
地
形
を
形
成
し
て
き
た
の
が
、
原
－

東
京
で
す
。
そ
こ
で
は
削
ら
れ
て
も
残
っ
た
上
野
台
地
、
本
郷
台
地
、
豊と

島し
ま

台
地
、
淀よ
ど

橋ば
し

台
地
、
麻あ
ざ
ぶ布
台
地
、

白し
ろ

金か
ね

台
地
、
目
黒
台
地
、
荏え

原ば
ら

台
地
、
久く

が
原は
ら

台
地
と
い
っ
た
突
端
の
台
地
が
半
島
の
よ
う
に
張
り
出
し
、
こ

れ
ら
の
台
地
と
谷
間
を
流
れ
る
川
の
間
に
、
無
数
の
崖
や
小
川
、
坂
道
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
石
神

井
川
は
複
雑
に
蛇
行
し
て
い
る
し
、
渋
谷
川
も
支
流
が
多
い
で
す
か
ら
、
単
純
に
川
は
西
か
ら
東
に
流
れ
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
模
式
的
な
理
解
で
す
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
魅
力
的
な
下
り
坂
は
、
そ
の
多
く
が
こ
う
し
て
張
り
出
す
台
地
の
際
、
川
筋
に
向
か
っ
て
傾

斜
す
る
崖
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
の
下
り
き
っ
た
先
は
、
大
概
は
川
筋
で
す
。
台
地
の
崖
際
に

は
し
ば
し
ば
江
戸
時
代
か
ら
寺
社
境
内
や
大
名
屋
敷
が
広
が
り
、
大
名
屋
敷
は
再
開
発
を
免
れ
て
い
れ
ば
、
今

日
で
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
公
園
、
ホ
テ
ル
、
大
使
館
な
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寺
社
境
内
は
今
日

で
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
境
内
の
脇
に
は
、
し
ば
し

ば
見
事
な
細
い
坂
道
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
そ
う
し
た
寺
社
境
内
周
辺
で
川
筋
に
向
か
っ
て
坂
道
を
下
り
、
暗あ

ん

渠き
よ

や
谷
筋
を
這は

う
よ
う
に
歩
い
て

い
く
の
が
、
私
に
と
っ
て
の
街
歩
き
の
基
本
ル
ー
ト
で
す
。
そ
ん
な
坂
道
や
谷
筋
、
暗
渠
の
道
を
ふ
ん
だ
ん
に

擁
し
て
い
る
の
が
、
東
京
の
中
で
は
谷や

中な
か

、
上
野
、
本
郷
、
小
石
川
、
滝
野
川
、
市
谷
、
四
谷
、
赤
坂
、
麻
布
、

白
金
、
高
輪
と
い
っ
た
街
々
な
の
で
す
。
私
は
、
前
著
『
東
京
裏
返
し　

社
会
学
的
街
歩
き
ガ
イ
ド
』（
集
英

社
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
で
、
東
京
都
心
北
部
に
散
在
す
る
そ
う
し
た
半
島
や
谷
間
、
抜
け
穴
の
よ
う
な
ル
ー
ト

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
続
編
で
あ
る
本
書
で
は
、
東
京
都
心
南
部
に
散
在
す
る
や
は
り
際
立
っ
て
魅
力
的
な

ル
ー
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
後
に
歩
い
て
い
く
よ
う
に
、
都
心
南
部
の
下
り
坂
の
街
の
代
表
格
は
四
谷
で
、
飲
み
屋
街
と
し

て
賑に

ぎ

わ
う
荒あ
ら

木き

町ち
よ
うで
は
迷
路
の
よ
う
に
多
く
の
坂
が
窪く
ぼ

地ち

の
池
に
向
け
て
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
迷
路
を
す

り
抜
け
て
新
宿
通
り
を
渡
る
と
円
通
寺
坂
に
出
ま
す
。
こ
の
坂
は
蛇
行
す
る
深
い
谷
で
、
両
側
の
険
し
い
坂
を

上
る
と
崖
か
ら
四
谷
一
帯
を
見
渡
せ
ま
す
。
鶴
屋
南
北
の
『
四
谷
怪
談
』
所ゆ

か
り縁
の
於お

岩い
わ

稲
荷
も
近
い
で
す
が
、

新
海
誠
監
督
の
「
君
の
名
は
。」
の
舞
台
と
な
っ
た
須
賀
神
社
の
急
階
段
も
こ
の
崖
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
反

対
側
の
崖
を
下
り
る
と
、
か
つ
て
明
治
東
京
の
三
大
貧
民
窟
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
四
谷
鮫さ

め

が
橋は
し

と
出
会
い
ま
す
。

再
開
発
を
免
れ
て
こ
こ
を
流
れ
る
鮫
川
筋
に
ひ
っ
そ
り
と
息
づ
く
街
は
路
地
を
大
切
に
し
て
お
り
、
狭
い
道
に

置
か
れ
た
多
数
の
植
木
鉢
や
道
路
に
孔あ

な

を
開
け
て
立
て
ら
れ
た
物も
の

干ほ
し

竿ざ
お

に
は
た
め
く
洗
濯
物
が
圧
巻
で
す
。

　

ま
た
、
麻
布
界か

い

隈わ
い

に
も
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
魅
力
的
な
坂
道
が
残
っ
て
い
ま
す
。
有あ
り

栖す

川が
わ
の

宮み
や

公
園
を
広
尾
駅

と
は
反
対
側
に
下
っ
て
い
け
ば
麻
布
十
番
方
面
で
す
が
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
有
名
に
な
っ
た
「
が
ま
池
」
か
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京
湾
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
西
か
ら
東
に
流
れ
る
川
が
、
武
蔵
野
台
地
を
削
っ
て
複
雑
な
地
形
を
形
成
し
て
き
た
の
が
、
原
－

東
京
で
す
。
そ
こ
で
は
削
ら
れ
て
も
残
っ
た
上
野
台
地
、
本
郷
台
地
、
豊と

島し
ま

台
地
、
淀よ
ど

橋ば
し

台
地
、
麻あ
ざ
ぶ布
台
地
、

白し
ろ

金か
ね

台
地
、
目
黒
台
地
、
荏え

原ば
ら

台
地
、
久く

が
原は
ら

台
地
と
い
っ
た
突
端
の
台
地
が
半
島
の
よ
う
に
張
り
出
し
、
こ

れ
ら
の
台
地
と
谷
間
を
流
れ
る
川
の
間
に
、
無
数
の
崖
や
小
川
、
坂
道
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
石
神

井
川
は
複
雑
に
蛇
行
し
て
い
る
し
、
渋
谷
川
も
支
流
が
多
い
で
す
か
ら
、
単
純
に
川
は
西
か
ら
東
に
流
れ
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
模
式
的
な
理
解
で
す
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
魅
力
的
な
下
り
坂
は
、
そ
の
多
く
が
こ
う
し
て
張
り
出
す
台
地
の
際
、
川
筋
に
向
か
っ
て
傾

斜
す
る
崖
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
の
下
り
き
っ
た
先
は
、
大
概
は
川
筋
で
す
。
台
地
の
崖
際
に

は
し
ば
し
ば
江
戸
時
代
か
ら
寺
社
境
内
や
大
名
屋
敷
が
広
が
り
、
大
名
屋
敷
は
再
開
発
を
免
れ
て
い
れ
ば
、
今

日
で
は
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
や
公
園
、
ホ
テ
ル
、
大
使
館
な
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寺
社
境
内
は
今
日

で
も
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
境
内
の
脇
に
は
、
し
ば
し

ば
見
事
な
細
い
坂
道
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
そ
う
し
た
寺
社
境
内
周
辺
で
川
筋
に
向
か
っ
て
坂
道
を
下
り
、
暗あ

ん

渠き
よ

や
谷
筋
を
這は

う
よ
う
に
歩
い
て

い
く
の
が
、
私
に
と
っ
て
の
街
歩
き
の
基
本
ル
ー
ト
で
す
。
そ
ん
な
坂
道
や
谷
筋
、
暗
渠
の
道
を
ふ
ん
だ
ん
に

擁
し
て
い
る
の
が
、
東
京
の
中
で
は
谷や

中な
か

、
上
野
、
本
郷
、
小
石
川
、
滝
野
川
、
市
谷
、
四
谷
、
赤
坂
、
麻
布
、

白
金
、
高
輪
と
い
っ
た
街
々
な
の
で
す
。
私
は
、
前
著
『
東
京
裏
返
し　

社
会
学
的
街
歩
き
ガ
イ
ド
』（
集
英

社
新
書
、
二
〇
二
〇
年
）
で
、
東
京
都
心
北
部
に
散
在
す
る
そ
う
し
た
半
島
や
谷
間
、
抜
け
穴
の
よ
う
な
ル
ー
ト

を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
続
編
で
あ
る
本
書
で
は
、
東
京
都
心
南
部
に
散
在
す
る
や
は
り
際
立
っ
て
魅
力
的
な

ル
ー
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
後
に
歩
い
て
い
く
よ
う
に
、
都
心
南
部
の
下
り
坂
の
街
の
代
表
格
は
四
谷
で
、
飲
み
屋
街
と
し

て
賑に

ぎ

わ
う
荒あ
ら

木き

町ち
よ
うで
は
迷
路
の
よ
う
に
多
く
の
坂
が
窪く
ぼ

地ち

の
池
に
向
け
て
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
迷
路
を
す

り
抜
け
て
新
宿
通
り
を
渡
る
と
円
通
寺
坂
に
出
ま
す
。
こ
の
坂
は
蛇
行
す
る
深
い
谷
で
、
両
側
の
険
し
い
坂
を

上
る
と
崖
か
ら
四
谷
一
帯
を
見
渡
せ
ま
す
。
鶴
屋
南
北
の
『
四
谷
怪
談
』
所ゆ

か
り縁
の
於お

岩い
わ

稲
荷
も
近
い
で
す
が
、

新
海
誠
監
督
の
「
君
の
名
は
。」
の
舞
台
と
な
っ
た
須
賀
神
社
の
急
階
段
も
こ
の
崖
に
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
反

対
側
の
崖
を
下
り
る
と
、
か
つ
て
明
治
東
京
の
三
大
貧
民
窟
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
四
谷
鮫さ

め

が
橋は
し

と
出
会
い
ま
す
。

再
開
発
を
免
れ
て
こ
こ
を
流
れ
る
鮫
川
筋
に
ひ
っ
そ
り
と
息
づ
く
街
は
路
地
を
大
切
に
し
て
お
り
、
狭
い
道
に

置
か
れ
た
多
数
の
植
木
鉢
や
道
路
に
孔あ

な

を
開
け
て
立
て
ら
れ
た
物も
の

干ほ
し

竿ざ
お

に
は
た
め
く
洗
濯
物
が
圧
巻
で
す
。

　

ま
た
、
麻
布
界か

い

隈わ
い

に
も
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
魅
力
的
な
坂
道
が
残
っ
て
い
ま
す
。
有あ
り

栖す

川が
わ
の

宮み
や

公
園
を
広
尾
駅

と
は
反
対
側
に
下
っ
て
い
け
ば
麻
布
十
番
方
面
で
す
が
、「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
有
名
に
な
っ
た
「
が
ま
池
」
か
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ら
児
童
遊
園
に
向
け
て
下
り
る
道
が
あ
り
、
そ
の
先
に
は
昔
な
が
ら
の
長
屋
街
と
崖
下
の
細
い
暗
渠
の
道
が
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
元
麻
布
ヒ
ル
ズ
な
ど
森
ビ
ル
に
よ
る
再
開
発
が
す
さ
ま
じ
い
の
で
す
が
、

巨
大
再
開
発
で
古
い
街
が
根
底
か
ら
壊
さ
れ
て
い
く
そ
の
縁へ

り

で
、
か
ろ
う
じ
て
昔
の
風
景
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
が
と
り
わ
け
大
好
き
な
の
は
、
高
輪
に
あ
る
東
禅
寺
裏
の
坂
で
す
。
東
禅
寺
は
、
幕
末
に
英
国

公
使
館
と
な
っ
た
寺
で
、
こ
こ
で
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
『
大
君
の
都　

幕
末
日
本
滞
在
記
』（
山
口
光
朔

訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
原
著
一
八
六
三
年
）
を
書
き
ま
し
た
。
水
戸
浪
士
に
襲
撃
さ
れ
、
寺
は
散
々
な
目

に
遭
っ
た
の
で
す
が
、
今
も
昔
な
が
ら
の
静せ

い

謐ひ
つ

な
風
情
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
に
湾
曲
し
て
続

く
一
本
道
の
坂
が
圧
巻
で
す
。
両
側
が
墓
地
の
森
の
間
の
孔
の
よ
う
な
坂
道
を
抜
け
て
下
っ
て
い
く
と
、
そ
の

先
に
は
長
屋
風
の
小
さ
な
家
々
が
飛
び
地
の
よ
う
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

（
３
）
東
京
に
積
み
重
な
る
歴
史
地
層

　

し
か
し
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
細
い
湾
曲
す
る
坂
道
に
、
私
は
こ
れ
ほ
ど
魅
せ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
細
く
曲
が
っ
た
坂
道
を
街
歩
き
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
（
時
間
旅

行
者
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
と
い
う
の
も
、
都
市
は
実
は
、
現
在
の
層
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
市
に
は
異
な
る
時
代
の
地
層
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
地
形
が
平
ら
だ
と
開
発
が
容
易
な
の
で
、
古
い
地
層
は
容
易
に
破
壊
さ
れ
、
新
し
い
高
層
ビ
ル
で

覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
て
歴
史
の
痕
跡
が
消
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
も
う
私
た
ち
は
過
去
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
微
細
に
入
り
組
ん
だ
凹
凸
地
形
は
、
大
規
模
再
開
発
や
戦
争
で
の
空
爆
、

街
の
破
壊
行
為
で
し
か
な
い
都
市
計
画
道
路
建
設
な
ど
に
対
す
る
頑
強
な
自
然
の
抵
抗
力
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

要
す
る
に
、
谷
間
や
凹
凸
地
形
の
あ
る
地
域
の
ほ
う
が
、
そ
の
街
の
記
憶
を
残
す
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
武
蔵
野
台
地
の
東
崖
に
今
も
残
る
細
い
坂
道
を
歩
く
こ
と
は
、
現
代
東
京
を
覆
う
地
層
の
亀
裂
や

周
縁
に
目
を
凝
ら
し
、
な
お
貌か

お

を
の
ぞ
か
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
改
め
て
出
会
う
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
坂
道
の
脇
に
は
、
太
古
の
昔
や
江
戸
や
明
治
、
昭
和
の
痕
跡
が
今
も
驚
く
よ
う
な
仕
方
で
た
た
ず
ん

で
い
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
痕
跡
が
留
め
金
と
な
り
、
私
た
ち
は
今
で
も
過
去
と
対
話
で
き
ま
す
。
都
市
の
豊

か
さ
と
は
、
そ
ん
な
時
代
を
超
え
た
対
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
、
そ
の
都
市
が
ど
れ
だ
け
保
ち
続
け
て
い
る
か
に

あ
る
の
で
す
。

『
東
京
裏
返
し
』
で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
東
京
は
こ
れ
ま
で
三
度
に
わ
た
っ
て
占
領
さ
れ
て
き
た
都
市
で
す
。

最
初
は
一
五
九
〇
年
、
徳
川
家
康
に
よ
る
占
領
で
あ
り
、
第
二
の
占
領
は
一
八
六
八
年
、
薩さ

つ

長ち
よ
う

軍
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
し
て
三
度
目
の
占
領
は
一
九
四
五
年
、
米
軍
に
よ
る
日
本
全
体
の
占
領
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

占
領
の
前
と
後
で
、
東
京
＝
江
戸
と
い
う
都
市
の
組
み
立
て
ら
れ
方
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
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、
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下
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細
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の
道
が
今

も
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ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
元
麻
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ヒ
ル
ズ
な
ど
森
ビ
ル
に
よ
る
再
開
発
が
す
さ
ま
じ
い
の
で
す
が
、

巨
大
再
開
発
で
古
い
街
が
根
底
か
ら
壊
さ
れ
て
い
く
そ
の
縁へ

り

で
、
か
ろ
う
じ
て
昔
の
風
景
が
息
づ
い
て
い
ま
す
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さ
ら
に
、
私
が
と
り
わ
け
大
好
き
な
の
は
、
高
輪
に
あ
る
東
禅
寺
裏
の
坂
で
す
。
東
禅
寺
は
、
幕
末
に
英
国

公
使
館
と
な
っ
た
寺
で
、
こ
こ
で
英
国
公
使
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ル
コ
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ク
は
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大
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の
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幕
末
日
本
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在
記
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山
口
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朔

訳
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岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
原
著
一
八
六
三
年
）
を
書
き
ま
し
た
。
水
戸
浪
士
に
襲
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さ
れ
、
寺
は
散
々
な
目

に
遭
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た
の
で
す
が
、
今
も
昔
な
が
ら
の
静せ

い
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つ

な
風
情
を
残
し
て
い
ま
す
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そ
し
て
、
そ
の
裏
に
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く
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の
坂
が
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す
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両
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が
墓
地
の
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間
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よ
う
な
坂
道
を
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て
下
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て
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く
と
、
そ
の

先
に
は
長
屋
風
の
小
さ
な
家
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が
飛
び
地
の
よ
う
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

（
３
）
東
京
に
積
み
重
な
る
歴
史
地
層

　

し
か
し
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
細
い
湾
曲
す
る
坂
道
に
、
私
は
こ
れ
ほ
ど
魅
せ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
細
く
曲
が
っ
た
坂
道
を
街
歩
き
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
タ
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ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
（
時
間
旅

行
者
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
と
い
う
の
も
、
都
市
は
実
は
、
現
在
の
層
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
市
に
は
異
な
る
時
代
の
地
層
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
地
形
が
平
ら
だ
と
開
発
が
容
易
な
の
で
、
古
い
地
層
は
容
易
に
破
壊
さ
れ
、
新
し
い
高
層
ビ
ル
で

覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
て
歴
史
の
痕
跡
が
消
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
も
う
私
た
ち
は
過
去
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
微
細
に
入
り
組
ん
だ
凹
凸
地
形
は
、
大
規
模
再
開
発
や
戦
争
で
の
空
爆
、

街
の
破
壊
行
為
で
し
か
な
い
都
市
計
画
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路
建
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な
ど
に
対
す
る
頑
強
な
自
然
の
抵
抗
力
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

要
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る
に
、
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間
や
凹
凸
地
形
の
あ
る
地
域
の
ほ
う
が
、
そ
の
街
の
記
憶
を
残
す
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
武
蔵
野
台
地
の
東
崖
に
今
も
残
る
細
い
坂
道
を
歩
く
こ
と
は
、
現
代
東
京
を
覆
う
地
層
の
亀
裂
や

周
縁
に
目
を
凝
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し
、
な
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を
の
ぞ
か
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
改
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て
出
会
う
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

そ
れ
ら
の
坂
道
の
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に
は
、
太
古
の
昔
や
江
戸
や
明
治
、
昭
和
の
痕
跡
が
今
も
驚
く
よ
う
な
仕
方
で
た
た
ず
ん

で
い
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
痕
跡
が
留
め
金
と
な
り
、
私
た
ち
は
今
で
も
過
去
と
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で
き
ま
す
。
都
市
の
豊

か
さ
と
は
、
そ
ん
な
時
代
を
超
え
た
対
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の
チ
ャ
ン
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を
、
そ
の
都
市
が
ど
れ
だ
け
保
ち
続
け
て
い
る
か
に

あ
る
の
で
す
。

『
東
京
裏
返
し
』
で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
東
京
は
こ
れ
ま
で
三
度
に
わ
た
っ
て
占
領
さ
れ
て
き
た
都
市
で
す
。

最
初
は
一
五
九
〇
年
、
徳
川
家
康
に
よ
る
占
領
で
あ
り
、
第
二
の
占
領
は
一
八
六
八
年
、
薩さ

つ

長ち
よ
う

軍
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
し
て
三
度
目
の
占
領
は
一
九
四
五
年
、
米
軍
に
よ
る
日
本
全
体
の
占
領
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

占
領
の
前
と
後
で
、
東
京
＝
江
戸
と
い
う
都
市
の
組
み
立
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ら
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方
が
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し
て
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ま
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今
日
の
東
京
都
と
埼
玉
県
、
そ
れ
に
神
奈
川
県
東
部
は
、
す
べ
て
か
つ
て
は
武
蔵
の
国
で
、
こ
こ
は
坂
東
武

者
た
ち
の
世
界
の
中
心
で
し
た
。
太
古
の
昔
、
鉱
山
採
掘
や
冶
金
、
牛
馬
の
飼
育
と
い
っ
た
新
し
い
技
術
を
携

え
て
朝
鮮
半
島
か
ら
や
っ
て
来
た
渡
来
人
た
ち
は
、
利
根
川
や
多
摩
川
の
流
域
に
沿
っ
て
植
民
し
、
土
着
民
と

混
血
化
し
な
が
ら
こ
の
地
方
の
支
配
層
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
の
主
流
は
秩ち

ち

父ぶ

平
氏
と
呼
ば
れ
て
い
く

の
で
す
が
、
や
が
て
中
世
以
降
、
そ
の
末ま

つ

裔え
い

で
あ
る
畠
山
氏
や
豊
島
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
鎌
倉
政
権
や
室
町
政
権

に
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
で
力
を
失
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
外
来
の
大
勢
力
と
し
て
や
っ
て
来
た
の
が
徳
川
家
康
で
、
彼
は
そ
の
大
軍
勢
を
養
う
た
め
、
江
戸
の

水
系
を
大
改
造
し
ま
す
。
や
が
て
徳
川
家
は
列
島
全
域
の
支
配
権
を
確
立
し
、
そ
の
中
心
の
江
戸
は
人
口
一
〇

〇
万
を
超
え
る
巨
大
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
に
こ
れ
ほ
ど
の
人
口
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
暮
ら
せ
た
の
は
、

何
よ
り
も
「
水
の
都
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
同
時
に
江
戸
は
、
参
勤
交
代
で
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
数
十
万

の
武
士
や
奉
公
人
、
そ
れ
に
彼
ら
の
消
費
を
支
え
る
町
人
た
ち
の
死
を
管
理
す
る
寺
院
都
市
で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
こ
の
街
に
は
水
路
が
縦
横
に
め
ぐ
り
、
寺
町
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

一
八
六
八
年
、
こ
の
江
戸
か
ら
旧
幕
勢
力
を
蹴
散
ら
し
た
外
来
の
薩
長
軍
は
、
そ
の
ま
ま
明
治
新
政
府
と
な

り
、
こ
の
都
市
の
名
を
「
江
戸
」
か
ら
「
東
京
」
へ
と
改
称
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
を
「
水
と
寺
の
都
市
」

か
ら
「
鉄
道
と
軍
隊
の
都
市
」
に
大
改
造
し
ま
す
。
こ
の
「
鉄
路
の
東
京
」
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
の
は
、
一
九
一

四
年
、
東
京
駅
が
開
業
し
た
と
き
で
す
が
、
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
で
東
京
は
壊
滅
し
、
こ
れ
を
契
機
に
江
戸

以
来
の
風
景
が
街
の
表
面
か
ら
一
挙
に
消
え
て
い
き
ま
す
。
他
方
、
震
災
後
の
帝
都
復
興
で
、
東
京
は
西
や
南

に
延
び
る
私
鉄
沿
線
地
域
へ
と
急
激
に
拡
大
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
関
東
大
震
災
は
、
明
治
以
降
も
名
残
を
と

ど
め
て
い
た
「
江
戸
」
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
都
市
の
表
面
か
ら
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
う
契
機
と
な
り
、
そ

の
こ
と
に
永
井
荷
風
は
ひ
ど
く
憤
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
東
京
は
、
一
九
四
五
年
三
月
か
ら
の
、
つ
ま
り
戦
争
末
期
の
米
軍
の
集
中
的
な
空
爆
に
よ
り
再
び
廃は

い

墟き
よ

と
化
し
、
米
軍
に
よ
る
占
領
期
が
始
ま
り
ま
す
。
公
式
の
米
軍
占
領
は
数
年
間
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
に
起

き
た
重
要
な
こ
と
は
、
東
京
の
、
大
日
本
帝
国
の
軍
都
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
の
た
め
の
軍
都
へ
の
、
そ

し
て
戦
後
日
本
の
経
済
復
興
を
象
徴
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
大
転
換
で
し
た
。

　

一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
、
東
京
に
は
麻
布
、
青
山
、
渋
谷
、
駒
場
、
目
黒
な
ど
の
都
心
南
西
部
を
中
心
に

広
大
な
軍
用
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
の
東
京
は
大
日
本
帝
国
の
軍
都
で
あ
り
、「
兵
隊
さ
ん
の

街
」
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
敗
戦
で
、「
米
兵
た
ち
の
街
」
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。
旧
日
本
軍
施
設
は

米
軍
施
設
と
な
り
、
そ
の
施
設
の
周
囲
に
は
、
つ
ま
り
赤
坂
や
六
本
木
、
原
宿
な
ど
か
ら
横
浜
、
横
須
賀
ま
で
、

米
軍
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
憧
れ
る
若
者
た
ち
が
集
ま
る
街
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
延
長
線
上
で
、
一
九

五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
都
心
部
の
施
設
は
返
還
さ
れ
、
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今
日
の
東
京
都
と
埼
玉
県
、
そ
れ
に
神
奈
川
県
東
部
は
、
す
べ
て
か
つ
て
は
武
蔵
の
国
で
、
こ
こ
は
坂
東
武

者
た
ち
の
世
界
の
中
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で
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た
。
太
古
の
昔
、
鉱
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飼
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と
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技
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を
携

え
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半
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っ
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来
た
渡
来
人
た
ち
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、
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多
摩
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の
流
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っ
て
植
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し
、
土
着
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と

混
血
化
し
な
が
ら
こ
の
地
方
の
支
配
層
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
彼
ら
の
主
流
は
秩ち

ち

父ぶ

平
氏
と
呼
ば
れ
て
い
く

の
で
す
が
、
や
が
て
中
世
以
降
、
そ
の
末ま

つ

裔え
い

で
あ
る
畠
山
氏
や
豊
島
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
鎌
倉
政
権
や
室
町
政
権

に
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
で
力
を
失
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
外
来
の
大
勢
力
と
し
て
や
っ
て
来
た
の
が
徳
川
家
康
で
、
彼
は
そ
の
大
軍
勢
を
養
う
た
め
、
江
戸
の

水
系
を
大
改
造
し
ま
す
。
や
が
て
徳
川
家
は
列
島
全
域
の
支
配
権
を
確
立
し
、
そ
の
中
心
の
江
戸
は
人
口
一
〇

〇
万
を
超
え
る
巨
大
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸
に
こ
れ
ほ
ど
の
人
口
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
暮
ら
せ
た
の
は
、

何
よ
り
も
「
水
の
都
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
同
時
に
江
戸
は
、
参
勤
交
代
で
居
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
数
十
万

の
武
士
や
奉
公
人
、
そ
れ
に
彼
ら
の
消
費
を
支
え
る
町
人
た
ち
の
死
を
管
理
す
る
寺
院
都
市
で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
こ
の
街
に
は
水
路
が
縦
横
に
め
ぐ
り
、
寺
町
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

一
八
六
八
年
、
こ
の
江
戸
か
ら
旧
幕
勢
力
を
蹴
散
ら
し
た
外
来
の
薩
長
軍
は
、
そ
の
ま
ま
明
治
新
政
府
と
な

り
、
こ
の
都
市
の
名
を
「
江
戸
」
か
ら
「
東
京
」
へ
と
改
称
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
を
「
水
と
寺
の
都
市
」

か
ら
「
鉄
道
と
軍
隊
の
都
市
」
に
大
改
造
し
ま
す
。
こ
の
「
鉄
路
の
東
京
」
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
の
は
、
一
九
一

四
年
、
東
京
駅
が
開
業
し
た
と
き
で
す
が
、
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
で
東
京
は
壊
滅
し
、
こ
れ
を
契
機
に
江
戸

以
来
の
風
景
が
街
の
表
面
か
ら
一
挙
に
消
え
て
い
き
ま
す
。
他
方
、
震
災
後
の
帝
都
復
興
で
、
東
京
は
西
や
南

に
延
び
る
私
鉄
沿
線
地
域
へ
と
急
激
に
拡
大
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
関
東
大
震
災
は
、
明
治
以
降
も
名
残
を
と

ど
め
て
い
た
「
江
戸
」
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
都
市
の
表
面
か
ら
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
う
契
機
と
な
り
、
そ

の
こ
と
に
永
井
荷
風
は
ひ
ど
く
憤
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
東
京
は
、
一
九
四
五
年
三
月
か
ら
の
、
つ
ま
り
戦
争
末
期
の
米
軍
の
集
中
的
な
空
爆
に
よ
り
再
び
廃は

い

墟き
よ

と
化
し
、
米
軍
に
よ
る
占
領
期
が
始
ま
り
ま
す
。
公
式
の
米
軍
占
領
は
数
年
間
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
に
起

き
た
重
要
な
こ
と
は
、
東
京
の
、
大
日
本
帝
国
の
軍
都
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
の
た
め
の
軍
都
へ
の
、
そ

し
て
戦
後
日
本
の
経
済
復
興
を
象
徴
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
テ
ィ
へ
の
大
転
換
で
し
た
。

　

一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
、
東
京
に
は
麻
布
、
青
山
、
渋
谷
、
駒
場
、
目
黒
な
ど
の
都
心
南
西
部
を
中
心
に

広
大
な
軍
用
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
の
東
京
は
大
日
本
帝
国
の
軍
都
で
あ
り
、「
兵
隊
さ
ん
の

街
」
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
敗
戦
で
、「
米
兵
た
ち
の
街
」
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。
旧
日
本
軍
施
設
は

米
軍
施
設
と
な
り
、
そ
の
施
設
の
周
囲
に
は
、
つ
ま
り
赤
坂
や
六
本
木
、
原
宿
な
ど
か
ら
横
浜
、
横
須
賀
ま
で
、

米
軍
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
憧
れ
る
若
者
た
ち
が
集
ま
る
街
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
延
長
線
上
で
、
一
九

五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
都
心
部
の
施
設
は
返
還
さ
れ
、
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一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
開
催
を
可
能
に
し
て
い
く
の
で
す
。

　
こ
の
戦
後
の
東
京
が
目
指
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
「
速
く
高
く
強
い
」
東
京
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
青
山

通
り
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
が
大
き
く
拡
幅
さ
れ
、
川
や
運
河
の
上
に
首
都
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
稠ち

ゆ
う

密み
つ

な
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
都
電
は
、
自
動
車
交
通
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
と

廃
止
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
西
新
宿
を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
敷
地
が
再
開
発
さ
れ
て
超
高
層
ビ
ル
群
が
建
て
ら

れ
、
経
済
的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
東
京
の
中
心
は
北
東
か
ら
南
西
に
移
動
し
ま
し
た
。

（
４
）
二
一
世
紀
東
京
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
に
な
る

『
東
京
裏
返
し
』
は
、
こ
う
し
て
東
京
が
「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
い
」
首
都
を
目
指
す
中
で
取
り

残
さ
れ
て
き
た
都
心
北
東
部
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
都
電
荒
川
線
沿
線
か
ら
南
千
住
、
浅
草
、
上
野
、
谷
中
、

本
郷
、
湯
島
、
神じ

ん

保ぼ
う

町ち
よ
う、
秋
葉
原
と
い
っ
た
街
々
の
風
景
に
、
三
度
の
占
領
を
経
て
も
な
お
痕
跡
と
し
て
残

る
記
憶
の
積
層
を
発
見
し
て
い
く
試
み
で
し
た
。
つ
ま
り
私
は
、
都
市
を
「
街
歩
き
＝
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
文
学
的
懐
古
趣
味
で
も
、
昔
の
風
景
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
も
な
く
、「
街
歩
き
」
と
い

う
実
践
を
通
じ
、
都
市
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
的
に
批
評
し
、
東
京
に
つ
い
て
の
あ
ま
り
に
も
自
明

化
さ
れ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
「
裏
返
し
」
て
い
く
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
実
践
な
の
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
書
で
は
い
よ
い
よ
そ
う
し
た
「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
い
」
東
京
が
今
も
目
指
さ
れ
、

と
て
つ
も
な
い
規
模
の
再
開
発
が
あ
ち
こ
ち
で
進
行
中
の
都
心
南
西
部
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
ま
す
。
本
書
の
街

歩
き
は
、
も
ち
ろ
ん
再
開
発
計
画
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
神
宮
外が

い

苑え
ん

も
含
み
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
私
た

ち
は
、
渋
谷
や
麻
布
、
六
本
木
、
赤
坂
、
芝
、
三
田
、
浜は

ま

松ま
つ

町ち
よ
うな

ど
の
巨
大
再
開
発
地
域
の
辺
縁
を
す
り
抜

け
な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
谷
間
を
歩
き
、
そ
こ
に
残
る
都
市
の
記
憶
の
痕
跡
に
遭
遇
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
遊
歩
の
延
長
線
上
で
、
新
宿
か
ら
新
大
久
保
、
早
稲
田
に
か
け
て
、
あ
る
い
は

代
官
山
や
中
目
黒
か
ら
目
黒
ま
で
、
さ
ら
に
は
下
北
沢
か
ら
豪
徳
寺
、
三
軒
茶
屋
ま
で
の
街
々
を
、
か
つ
て
あ

っ
た
、
あ
る
い
は
今
も
あ
る
川
筋
に
沿
っ
て
見
返
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
本
書
の
街
歩
き
を
貫
く
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
の
は
、「
軍
都
」
と
「
川
筋
」
で
す
。「
軍
都
」
と
い
う
の
は
、

第
一
義
的
に
は
旧
日
本
軍
の
軍
都
で
す
。
と
い
う
の
も
、
赤
坂
や
麻
布
か
ら
青
山
、
代
々
木
、
渋
谷
、
駒
場
、

目
黒
、
あ
る
い
は
新
宿
と
早
稲
田
の
間
の
戸
山
ヶ
原
は
、
戦
前
は
軍
都
と
し
て
の
東
京
の
心
臓
部
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
軍
都
の
諸
施
設
は
戦
後
、
米
軍
の
諸
施
設
と
な
り
ま
す
か
ら
、
赤
坂
や
六
本
木
、
青
山
、
原
宿
、
渋
谷

と
い
っ
た
街
々
の
戦
後
を
、
米
軍
の
街
と
い
う
観
点
か
ら
問
い
返
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
他
方
、「
川
筋
」
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
渋
谷
川
や
目
黒
川
の
川
筋
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
新
宿
歌
舞
伎
町
か
ら
東
大
久
保
、
戸
山
ヶ
原
、
早
稲
田
を
経
て
神
田
川
に
注
い
で
い
た
蟹か

に

川が
わ

、
四
谷
の
谷
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一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
開
催
を
可
能
に
し
て
い
く
の
で
す
。

　
こ
の
戦
後
の
東
京
が
目
指
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
「
速
く
高
く
強
い
」
東
京
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
青
山

通
り
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
が
大
き
く
拡
幅
さ
れ
、
川
や
運
河
の
上
に
首
都
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
稠ち

ゆ
う

密み
つ

な
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
た
都
電
は
、
自
動
車
交
通
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
と

廃
止
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
西
新
宿
を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
敷
地
が
再
開
発
さ
れ
て
超
高
層
ビ
ル
群
が
建
て
ら

れ
、
経
済
的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
東
京
の
中
心
は
北
東
か
ら
南
西
に
移
動
し
ま
し
た
。

（
４
）
二
一
世
紀
東
京
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
に
な
る

『
東
京
裏
返
し
』
は
、
こ
う
し
て
東
京
が
「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
い
」
首
都
を
目
指
す
中
で
取
り

残
さ
れ
て
き
た
都
心
北
東
部
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
都
電
荒
川
線
沿
線
か
ら
南
千
住
、
浅
草
、
上
野
、
谷
中
、

本
郷
、
湯
島
、
神じ

ん

保ぼ
う

町ち
よ
う、
秋
葉
原
と
い
っ
た
街
々
の
風
景
に
、
三
度
の
占
領
を
経
て
も
な
お
痕
跡
と
し
て
残

る
記
憶
の
積
層
を
発
見
し
て
い
く
試
み
で
し
た
。
つ
ま
り
私
は
、
都
市
を
「
街
歩
き
＝
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
文
学
的
懐
古
趣
味
で
も
、
昔
の
風
景
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
も
な
く
、「
街
歩
き
」
と
い

う
実
践
を
通
じ
、
都
市
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
的
に
批
評
し
、
東
京
に
つ
い
て
の
あ
ま
り
に
も
自
明

化
さ
れ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
「
裏
返
し
」
て
い
く
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
実
践
な
の
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
本
書
で
は
い
よ
い
よ
そ
う
し
た
「
よ
り
速
く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
強
い
」
東
京
が
今
も
目
指
さ
れ
、

と
て
つ
も
な
い
規
模
の
再
開
発
が
あ
ち
こ
ち
で
進
行
中
の
都
心
南
西
部
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
ま
す
。
本
書
の
街

歩
き
は
、
も
ち
ろ
ん
再
開
発
計
画
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
神
宮
外が

い

苑え
ん

も
含
み
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
私
た

ち
は
、
渋
谷
や
麻
布
、
六
本
木
、
赤
坂
、
芝
、
三
田
、
浜は

ま

松ま
つ

町ち
よ
うな
ど
の
巨
大
再
開
発
地
域
の
辺
縁
を
す
り
抜

け
な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
谷
間
を
歩
き
、
そ
こ
に
残
る
都
市
の
記
憶
の
痕
跡
に
遭
遇
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
遊
歩
の
延
長
線
上
で
、
新
宿
か
ら
新
大
久
保
、
早
稲
田
に
か
け
て
、
あ
る
い
は

代
官
山
や
中
目
黒
か
ら
目
黒
ま
で
、
さ
ら
に
は
下
北
沢
か
ら
豪
徳
寺
、
三
軒
茶
屋
ま
で
の
街
々
を
、
か
つ
て
あ

っ
た
、
あ
る
い
は
今
も
あ
る
川
筋
に
沿
っ
て
見
返
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
本
書
の
街
歩
き
を
貫
く
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
く
の
は
、「
軍
都
」
と
「
川
筋
」
で
す
。「
軍
都
」
と
い
う
の
は
、

第
一
義
的
に
は
旧
日
本
軍
の
軍
都
で
す
。
と
い
う
の
も
、
赤
坂
や
麻
布
か
ら
青
山
、
代
々
木
、
渋
谷
、
駒
場
、

目
黒
、
あ
る
い
は
新
宿
と
早
稲
田
の
間
の
戸
山
ヶ
原
は
、
戦
前
は
軍
都
と
し
て
の
東
京
の
心
臓
部
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
軍
都
の
諸
施
設
は
戦
後
、
米
軍
の
諸
施
設
と
な
り
ま
す
か
ら
、
赤
坂
や
六
本
木
、
青
山
、
原
宿
、
渋
谷

と
い
っ
た
街
々
の
戦
後
を
、
米
軍
の
街
と
い
う
観
点
か
ら
問
い
返
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
他
方
、「
川
筋
」
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
渋
谷
川
や
目
黒
川
の
川
筋
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
新
宿
歌
舞
伎
町
か
ら
東
大
久
保
、
戸
山
ヶ
原
、
早
稲
田
を
経
て
神
田
川
に
注
い
で
い
た
蟹か

に

川が
わ

、
四
谷
の
谷
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か
ら
東
宮
御
所
を
経
て
溜た
め

池い
け

に
流
れ
込
ん
で
い
た
鮫
川
、
広
尾
近
辺
か
ら
南
へ
渋
谷
川
へ
と
注
ぎ
込
む
い
も
り

川
や
筓

こ
う
が
い

川が
わ

、
あ
る
い
は
目
黒
川
の
上
流
を
な
す
北
沢
川
や
烏か
ら
す

山や
ま

川が
わ

を
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
川
は
、
隅

田
川
や
多
摩
川
の
よ
う
な
大
規
模
河
川
と
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
渋
谷
川
や
目
黒
川
な
ど
と
も
異
な
り
、
都

会
の
小
さ
な
谷
間
を
流
れ
て
い
た
「
春
の
小
川
」
で
す
。
現
在
で
は
暗
渠
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

大
部
分
で
す
が
、
街
歩
き
を
重
ね
て
い
く
と
、
そ
の
よ
う
な
暗
渠
の
地
下
に
な
お
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
ハ
ッ
と
気
づ
く
の
は
、
二
一
世
紀
の
東
京
都
心
で
、
若
者
た
ち
が
集
ま
る
し
ゃ
れ
た
店
が
増
殖

し
て
い
る
の
が
、
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
の
川
筋
で
あ
る
こ
と
で
す
。
一
九
七
〇
年
代
、
渋
谷
・
パ
ル
コ
を
目
指
し

て
公
園
通
り
を
歩
い
た
若
者
た
ち
は
、
文
字
通
り
坂
を
上
っ
た
の
で
す
が
、
二
一
世
紀
の
東
京
で
の
若
者
た
ち

の
行
動
様
式
は
異
な
り
ま
す
。
も
う
彼
ら
は
好
ん
で
坂
を
上
っ
て
は
い
き
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、
私
が
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
な
下
り
坂
を
愉
し
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
む
し
ろ
水
平
移
動
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
川

筋
を
這
う
よ
う
に
移
動
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
筋
に
は
、
小
規
模
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た
カ

フ
ェ
や
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
さ
ら
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
古
着
屋
な
ど
が
増
殖
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
小
さ
な

点
と
点
を
結
ぶ
よ
う
な
仕
方
で
新
し
い
「
若
者
の
街
」
が
渋
谷
や
原
宿
、
富
ヶ
谷
、
中
目
黒
、
あ
る
い
は
麻
布

十
番
で
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
本
書
の
街
歩
き
で
は
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
ら
の
川
筋
で
つ
な
が
れ
て
い
く
新
し

い
「
若
者
の
街
」
の
風
景
に
も
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
都
心
南
部
の
水
系
を
考
え
る
上
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
、
実
は
決
定
的
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
重
要

な
の
は
、
三
田
用
水
と
い
う
上
水
で
す
。
下
北
沢
の
あ
た
り
で
玉
川
上
水
か
ら
分
岐
し
、
東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
の
裏
か
ら
代
官
山
へ
、
中
目
黒
か
ら
目
黒
へ
、
そ
し
て
白
金
台
地
か
ら
三
田
へ
と
、
そ
の
水
路
は
ま
さ
し
く

本
書
の
街
歩
き
の
ル
ー
ト
と
絡
ま
り
合
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
本
書
の
街
歩
き
を
通
じ
、
人
々
が
江
戸
か

ら
明
治
に
か
け
て
、
尾
根
筋
を
流
れ
る
三
田
用
水
と
谷
間
を
流
れ
る
渋
谷
川
や
目
黒
川
の
間
の
高
低
差
を
い
か

に
巧
み
に
活
用
し
て
き
た
か
を
再
発
見
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
本
書
の
街
歩
き
の
最
終
日
で
は
、
東
京
の
「
空
虚
な
中
心
」（
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
）
た
る
皇

居
を
目
指
し
ま
す
。
と
は
い
え
、
一
貫
し
て
「
東
京
裏
返
し
」
を
目
指
し
て
き
た
私
た
ち
で
す
か
ら
、
間
違
っ

て
も
丸
の
内
か
ら
二
重
橋
広
場
へ
と
い
う
正
面
か
ら
の
ル
ー
ト
で
皇
居
に
向
か
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皇

居
へ
の
道
も
あ
く
ま
で
「
裏
返
し
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
す
で
に
触
れ
た
四
谷

の
谷
間
、
荒
木
町
や
円
通
寺
坂
、
そ
し
て
四
谷
鮫
が
橋
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
か
つ

て
地
獄
谷
と
呼
ば
れ
た
中
世
の
葬
送
の
谷
を
通
っ
て
千ち

鳥ど
り

ヶが

淵ふ
ち

に
向
か
い
、
戦
没
者
墓
苑
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
の
無
名
戦
士
た
ち
に
思
い
を
馳は

せ
た
後
で
、
裏
側
か
ら
皇
居
に
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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か
ら
東
宮
御
所
を
経
て
溜た
め

池い
け

に
流
れ
込
ん
で
い
た
鮫
川
、
広
尾
近
辺
か
ら
南
へ
渋
谷
川
へ
と
注
ぎ
込
む
い
も
り

川
や
筓

こ
う
が
い

川が
わ

、
あ
る
い
は
目
黒
川
の
上
流
を
な
す
北
沢
川
や
烏か
ら
す

山や
ま

川が
わ

を
含
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
川
は
、
隅

田
川
や
多
摩
川
の
よ
う
な
大
規
模
河
川
と
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
渋
谷
川
や
目
黒
川
な
ど
と
も
異
な
り
、
都

会
の
小
さ
な
谷
間
を
流
れ
て
い
た
「
春
の
小
川
」
で
す
。
現
在
で
は
暗
渠
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

大
部
分
で
す
が
、
街
歩
き
を
重
ね
て
い
く
と
、
そ
の
よ
う
な
暗
渠
の
地
下
に
な
お
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
ハ
ッ
と
気
づ
く
の
は
、
二
一
世
紀
の
東
京
都
心
で
、
若
者
た
ち
が
集
ま
る
し
ゃ
れ
た
店
が
増
殖

し
て
い
る
の
が
、
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
の
川
筋
で
あ
る
こ
と
で
す
。
一
九
七
〇
年
代
、
渋
谷
・
パ
ル
コ
を
目
指
し

て
公
園
通
り
を
歩
い
た
若
者
た
ち
は
、
文
字
通
り
坂
を
上
っ
た
の
で
す
が
、
二
一
世
紀
の
東
京
で
の
若
者
た
ち

の
行
動
様
式
は
異
な
り
ま
す
。
も
う
彼
ら
は
好
ん
で
坂
を
上
っ
て
は
い
き
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
、
私
が
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
な
下
り
坂
を
愉
し
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
む
し
ろ
水
平
移
動
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
川

筋
を
這
う
よ
う
に
移
動
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
筋
に
は
、
小
規
模
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た
カ

フ
ェ
や
バ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
さ
ら
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
古
着
屋
な
ど
が
増
殖
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
小
さ
な

点
と
点
を
結
ぶ
よ
う
な
仕
方
で
新
し
い
「
若
者
の
街
」
が
渋
谷
や
原
宿
、
富
ヶ
谷
、
中
目
黒
、
あ
る
い
は
麻
布

十
番
で
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
本
書
の
街
歩
き
で
は
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
ら
の
川
筋
で
つ
な
が
れ
て
い
く
新
し

い
「
若
者
の
街
」
の
風
景
に
も
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
都
心
南
部
の
水
系
を
考
え
る
上
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
、
実
は
決
定
的
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
重
要

な
の
は
、
三
田
用
水
と
い
う
上
水
で
す
。
下
北
沢
の
あ
た
り
で
玉
川
上
水
か
ら
分
岐
し
、
東
大
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
の
裏
か
ら
代
官
山
へ
、
中
目
黒
か
ら
目
黒
へ
、
そ
し
て
白
金
台
地
か
ら
三
田
へ
と
、
そ
の
水
路
は
ま
さ
し
く

本
書
の
街
歩
き
の
ル
ー
ト
と
絡
ま
り
合
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
本
書
の
街
歩
き
を
通
じ
、
人
々
が
江
戸
か

ら
明
治
に
か
け
て
、
尾
根
筋
を
流
れ
る
三
田
用
水
と
谷
間
を
流
れ
る
渋
谷
川
や
目
黒
川
の
間
の
高
低
差
を
い
か

に
巧
み
に
活
用
し
て
き
た
か
を
再
発
見
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
本
書
の
街
歩
き
の
最
終
日
で
は
、
東
京
の
「
空
虚
な
中
心
」（
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
）
た
る
皇

居
を
目
指
し
ま
す
。
と
は
い
え
、
一
貫
し
て
「
東
京
裏
返
し
」
を
目
指
し
て
き
た
私
た
ち
で
す
か
ら
、
間
違
っ

て
も
丸
の
内
か
ら
二
重
橋
広
場
へ
と
い
う
正
面
か
ら
の
ル
ー
ト
で
皇
居
に
向
か
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皇

居
へ
の
道
も
あ
く
ま
で
「
裏
返
し
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
す
で
に
触
れ
た
四
谷

の
谷
間
、
荒
木
町
や
円
通
寺
坂
、
そ
し
て
四
谷
鮫
が
橋
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
か
つ

て
地
獄
谷
と
呼
ば
れ
た
中
世
の
葬
送
の
谷
を
通
っ
て
千ち

鳥ど
り

ヶが

淵ふ
ち

に
向
か
い
、
戦
没
者
墓
苑
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
の
無
名
戦
士
た
ち
に
思
い
を
馳は

せ
た
後
で
、
裏
側
か
ら
皇
居
に
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（
５
）
巨
大
再
開
発
と
都
市
の
記
憶
の
否
認
・
植
民
地
化

　
さ
て
現
在
、
都
心
南
部
の
あ
ち
こ
ち
で
、
本
書
で
街
歩
き
し
て
い
く
よ
う
な
都
市
の
記
憶
が
折
り
重
な
っ
て

き
た
場
が
、
大
規
模
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
惨さ

ん

憺た
ん

た
る
現
状
に
、
私
た
ち
は
本
書

で
何
度
も
遭
遇
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
再
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
た
空
間
で

は
、
私
た
ち
は
も
う
街
歩
き
の
三
原
則
、
つ
ま
り
細
く
、
曲
が
り
く
ね
り
、
上
り
下
り
の
あ
る
道
を
た
ど
っ
て

異
な
る
時
代
の
風
景
に
出
会
う
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
時
々
、
そ
う
し
た
再
開
発
地
区
で
昭
和
レ
ト
ロ
の
街

か
ど
風
景
を
演
出
し
て
い
る
の
を
目
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
う
わ
べ
だ
け
の
ま
が
い
物
で
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

よ
う
に
「
歴
史
」
を
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
化
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
一
九
五
〇
年
代
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
心
の
低
所
得
者
居
住
地
域
で
再
開
発
と
道
路
計
画
に
反
対
し
、
効
率
性

や
機
能
性
だ
け
を
追
求
す
る
近
代
都
市
計
画
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
し
た
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
は
、
す
で

に
古
典
と
な
っ
た
『
新
版
　
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
死
と
生
』（
山
形
浩
生
訳
、
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
原
著
一

九
六
一
年
）
で
、
都
市
が
多
様
性
や
愉
し
さ
を
生
み
出
す
た
め
の
原
則
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

第
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
で
き
る
だ
け
複
数
の
主
要
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
次
の
曲
が

り
角
ま
で
の
距
離
が
短
い
こ
と
、
第
三
は
、
そ
の
地
区
が
、
古
さ
や
条
件
が
異
な
る
時
代
の
建
物
を
混
在
さ
せ

て
い
る
こ
と
、
最
後
が
、
目
的
は
ば
ら
ば
ら
で
構
わ
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
十
分
な
密
度
で
人
々
が
集
ま
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
が
擁
護
し
た
の
は
、
都
市
が
多
様
性
の
場
で
あ
る
こ
と
、
異
な
る
文
化

や
人
生
、
さ
ま
ざ
ま
な
軌
跡
の
出
会
い
の
場
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
グ
リ
ッ
ド
状
に
街
路
が
続
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
の
都
市
論
は
、

私
が
こ
こ
で
掲
げ
た
街
歩
き
の
三
原
則
、
す
な
わ
ち
広
い
道
で
は
な
く
狭
い
道
、
ま
っ
す
ぐ
な
道
で
は
な
く
曲

が
っ
た
道
、
平
ら
な
道
で
は
な
く
上
り
下
り
の
あ
る
道
が
異
な
る
時
代
と
の
出
会
い
を
可
能
に
す
る
と
い
う
都

市
論
と
完
全
に
は
重
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
が
、
な
ぜ
街
区
に
異
な
る
時
代
の
建
物
を
混
在

さ
せ
る
こ
と
や
、
同
じ
場
所
が
複
数
の
機
能
を
混
在
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
の
か
を
考
え
れ
ば
、

彼
女
も
歴
史
や
文
化
、
異
な
る
価
値
の
多
層
的
な
場
と
し
て
都
市
を
捉
え
て
い
た
の
は
明
白
で
し
ょ
う
。
近
代

を
通
じ
、
こ
の
よ
う
な
都
市
の
価
値
を
否
定
し
て
き
た
の
が
、
速
さ
や
高
さ
、
強
さ
へ
の
妄
執
な
の
で
す
。

　
今
日
で
は
私
た
ち
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
都
市
で
グ
リ
ッ
ド
状
の
近
代
都
市

計
画
が
な
さ
れ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
入
植
者
た
ち
が
、
か
つ
て
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
先
住
民
た
ち
を

追
放
し
、
彼
ら
の
生
活
世
界
を
徹
底
的
に
破
壊
し
た
後
の
出
来
事
で
あ
っ
た
の
を
知
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
の
思
想
の
さ
ら
に
底
に
は
、
そ
れ
こ
そ
『
森
の
生
活
』（
上
・
下
、
飯
田
実
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九

九
五
年
、
原
著
一
八
五
四
年
）
を
書
い
た
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ソ
ロ
ー
が
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
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。
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ォ
ー
ル
デ
ン
湖
の
ほ
と
り
を
歩
き
な
が
ら
気
づ
い
て
い
っ
た
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た
先
住
民
た
ち
の
世
界
が

伏
在
し
て
い
る
の
で
す
。
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
森
や
林
、
草
原
で
描
い
て
い
た
の
は
、
細
く
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
軌
跡
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
空
間
認
識
は
現
代
世
界
で
も
広
く
存
続
し
て
い
て
、
人
類
学
者
の
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
よ

れ
ば
、
北
極
圏
に
住
む
狩
猟
民
族
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
、
土
地
全
体
を
「
途
切
れ
な
い
表
面
で
は
な
く
、
織
り
合

わ
さ
れ
る
ラ
イ
ン
の
網メ

ツ
シ
ユ

の
目
と
し
て
知
覚
」
す
る
そ
う
で
す
。
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
は
、

「
自
分
た
ち
の
領
土
を
、
い
く
つ
か
の
区
画
に
分
割
で
き
る
よ
う
な
表
面
的
領
域
と
し
て
で
は
な
く
、
ラ
イ
ン

あ
る
い
は
『
通
り
道
』
の
『
絡
み
あ
う
網
目
』
と
し
て
思
い
浮
か
べ
」
ま
す
（『
ラ
イ
ン
ズ　

線
の
文
化
史
』
工
藤

晋
訳
、
左
右
社
、
二
〇
一
四
年
、
原
著
二
〇
〇
七
年
）。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
、
画
家
の
ク
レ
ー
の
言
葉
に
従
っ
て
、
こ

れ
は
つ
ま
り
「
散
歩
」
な
の
だ
と
述
べ
ま
す
。
散
歩
、
つ
ま
り
街
歩
き
に
お
い
て
、
散
歩
者
は
歩
く
こ
と
、
移

動
す
る
こ
と
、
動
く
こ
と
そ
の
も
の
で
す
。
街
歩
き
＝
散
歩
す
る
こ
と
は
、
単
に
ひ
と
つ
の
場
所
か
ら
別
の
場

所
に
何
か
の
目
的
を
も
っ
て
移
動
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、「
世
界
を
通
っ
て

0

0

0

0

自
ら
の

道
を
糸ス

レ

ツ

ド

の
よ
う
に
伸
ば
す
」
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
領
土
を
何
重
に
も
「
占
領
」
し
て
き
た
占
領
者
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
土
地
は
「
踏
み
跡
の
織

物
で
は
な
く
空
虚
な
表
面
と
し
か
見
え
」
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
お
け
る
移
動
経
路
は
、「
入
植
お
よ
び
資
源
採
取

用
地
へ
の
人
員
や
設
備
の
投
入
と
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
富
の
回
収
」
に
向
け
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
何

よ
り
も
ま
ず
、
土
地
は
測
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
測
量
と
は
占
領
の
一
種
で
あ
り
、「
測
量
士
が
見

出
す
地
名
は
そ
の
場
所
を
他
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ど
う
や
っ
て
人
が
そ
こ
に

辿
り
つ
く
の
か
は
無
視
さ
れ
る
」
の
で
す
。
む
し
ろ
、
測
量
の
た
め
に
土
地
の
上
に
引
か
れ
る
線
は
、
直
線
的

で
規
則
的
で
「
土
地
を
横
断
し
て
引
か
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
土
地
に
織
り
な
さ
れ
て
い
る
居
住
地
の
ラ
イ
ン

を
踏
み
に
じ
り
、
ず
た
ず
た
に
し
て
し
ま
う
」
の
で
す
。
私
た
ち
は
本
書
で
、
そ
の
よ
う
な
測
量
の
戦
後
東
京

や
現
在
の
東
京
に
お
け
る
実
例
に
、
堤
康
次
郎
が
郊
外
開
発
に
お
い
て
し
た
こ
と
や
、
現
代
の
大
規
模
再
開
発
、

あ
る
い
は
都
心
環
状
線
や
都
市
計
画
道
路
の
建
設
計
画
と
い
う
形
で
出
会
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
書
で
私
た
ち
が
試
み
る
よ
う
に
、
東
京
の
街
歩
き
は
、
そ
の
よ
う
な
占
領
さ
れ
た
表
面
に
孔
を
穿う

が

ち
、
幾

重
に
も
層
を
な
す
過
去
の
記
憶
世
界
に
深
く
潜
っ
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
東
京
は
複
雑
な
地
形
が
幸

い
し
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
諸
都
市
以
上
に
、
先
住
民
的
な
地
層
に
ま
で
潜
行
す
る
余
地
を
、
最
近
ま
で
残
し

て
き
た
の
で
す
。
前
著
『
東
京
裏
返
し
』
と
同
様
、
本
書
が
「
裏
返
し
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
紛

れ
も
な
く
そ
の
よ
う
な
企
図
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
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ォ
ー
ル
デ
ン
湖
の
ほ
と
り
を
歩
き
な
が
ら
気
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い
て
い
っ
た
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自
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と
共
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。
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テ
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狩
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途
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な
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な
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織
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合

わ
さ
れ
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ラ
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知
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そ
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。
あ
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ボ
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あ
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通
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べ
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〇
七
年
）。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
、
画
家
の
ク
レ
ー
の
言
葉
に
従
っ
て
、
こ

れ
は
つ
ま
り
「
散
歩
」
な
の
だ
と
述
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す
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と
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動
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と
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で
す
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歩
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散
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す
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ら
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場

所
に
何
か
の
目
的
を
も
っ
て
移
動
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
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世
界
を
通
っ
て
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0

0

0

自
ら
の

道
を
糸ス

レ

ツ

ド

の
よ
う
に
伸
ば
す
」
こ
と
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の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
領
土
を
何
重
に
も
「
占
領
」
し
て
き
た
占
領
者
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
土
地
は
「
踏
み
跡
の
織

物
で
は
な
く
空
虚
な
表
面
と
し
か
見
え
」
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
お
け
る
移
動
経
路
は
、「
入
植
お
よ
び
資
源
採
取

用
地
へ
の
人
員
や
設
備
の
投
入
と
、
そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
富
の
回
収
」
に
向
け
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
何

よ
り
も
ま
ず
、
土
地
は
測
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
測
量
と
は
占
領
の
一
種
で
あ
り
、「
測
量
士
が
見

出
す
地
名
は
そ
の
場
所
を
他
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ど
う
や
っ
て
人
が
そ
こ
に

辿
り
つ
く
の
か
は
無
視
さ
れ
る
」
の
で
す
。
む
し
ろ
、
測
量
の
た
め
に
土
地
の
上
に
引
か
れ
る
線
は
、
直
線
的

で
規
則
的
で
「
土
地
を
横
断
し
て
引
か
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
は
土
地
に
織
り
な
さ
れ
て
い
る
居
住
地
の
ラ
イ
ン

を
踏
み
に
じ
り
、
ず
た
ず
た
に
し
て
し
ま
う
」
の
で
す
。
私
た
ち
は
本
書
で
、
そ
の
よ
う
な
測
量
の
戦
後
東
京

や
現
在
の
東
京
に
お
け
る
実
例
に
、
堤
康
次
郎
が
郊
外
開
発
に
お
い
て
し
た
こ
と
や
、
現
代
の
大
規
模
再
開
発
、

あ
る
い
は
都
心
環
状
線
や
都
市
計
画
道
路
の
建
設
計
画
と
い
う
形
で
出
会
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
書
で
私
た
ち
が
試
み
る
よ
う
に
、
東
京
の
街
歩
き
は
、
そ
の
よ
う
な
占
領
さ
れ
た
表
面
に
孔
を
穿う

が

ち
、
幾

重
に
も
層
を
な
す
過
去
の
記
憶
世
界
に
深
く
潜
っ
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
東
京
は
複
雑
な
地
形
が
幸

い
し
て
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
諸
都
市
以
上
に
、
先
住
民
的
な
地
層
に
ま
で
潜
行
す
る
余
地
を
、
最
近
ま
で
残
し

て
き
た
の
で
す
。
前
著
『
東
京
裏
返
し
』
と
同
様
、
本
書
が
「
裏
返
し
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
紛

れ
も
な
く
そ
の
よ
う
な
企
図
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
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